
 

 

 

１． 結果のポイント 

     ・正答率は 56％で，全国の 52.5％を 3.5 ポイント，県の 50％を 6ポイント上回っている。 

     ・領域別では，「数と式」「関数」「データの活用」の領域で全国・県の正答率を上回っている。「図形」

においては県を上回ったものの、全国の値については下回った。 

     ・観点別では，「知識・技能」で＋3.7 ポイント，「思考・判断・表現」で＋3.4 ポイント，全国の正答率を

上回っている。 

２． 課題が見られた問題と指導の改善事項 

（１） 数と式 ６ （３）正四面体の各頂点に○を、各辺に□を描いた図において、○に入れた整数

の和と□に入る整数の和について予想できることを説明する。 

 

① 出題のねらいと内容 

 

 

 

 

② 正答の条件 

 

 

 

 

 

 

 

③ 解答状況 

□正答率 38.9%（全国 41.8%） 

□誤答例 

 ・「○に入れた整数の和」と「□に入る整数の和」について、「●●は、■■になる。」という形で、成

り立たない事柄について記述している（13.0％） 

・「●●は、■■になる。」という形で、「○に入れた整数の和」または「□に入る整数の和」について

記述しているが、「○に入れた整数の和」と「□に入る整数の和」の関係について記述していないも

の。 

□無解答率 24.1% 

 

④ 指導の改善事項 

○ 問題の条件を変えて考え、成り立つ事柄を見いだし数学的に表現できるようにする 

問題の条件を変えて見いだした事柄について、数学的に表現できるように指導することが大切であ

る。 
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国東市：全国学力・学習状況調査結果分析（中学校：数学） 

統合的・発展的に考え、成り立つ事柄を見い

だし、数学的な表現を用いて説明することがで

きるかどうかをみる 

 

「●●は、■■になる」という形で、次の（a）

（b）について記述しているもの 

（a）●●が「□に入る整数の和」である。 

（b）■■が「○に入れた整数の和の３倍」で

ある。 



本設問を使って授業を行う際には、正三角形の場合において「□に入る整数の和は、〇に入れた整

数の和の２倍になる」ことを考察した過程や結果を基にして、正三角形を正四面体に変えた場合に

成り立つ事柄を説明する活動を取り入れることが考えられる。その際、結論に含まれる「２倍」がど

のように変わるかを、具体的な整数で計算して予想する活動や、文字を用いて明らかにする場面を

設定することが考えられる。その上で、見いだした事柄を「□に入る整数の和は、○に入れた整数の

和の３倍になる」のように「●●は、■■になる。」という形で表現できるように指導することが大切

である。 

 

（２） 図形  ９ （１）点 C を線分 AB 上にとり、線分 AB について同じ側に正三角形 PAC と QCB をつ

くるとき、AQ＝PBであることを、三角形の合同を基にして証明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 出題のねらいと内容 

 

 

② 正答の条件 

 

 

 

 

 

 

③ 解答状況 

□正答率 20.4%（全国 25.8%） 

□誤答例 

 ・仮定として、AQ=PB を用いているもの（15.4％  全国 9.3%） 

筋道を立てて考え、証明することができるかどうかをみる。 

次の(a)(b)(c)(d)とそれぞれの根拠を記述し、証明しているもの。 

(a) AC=PC 

(b) CQ＝CB 

(c) ∠ACQ=∠PCB 

(d) △QAC=△BPC 



・上記(a)～(d)のうちの一部のみを記述しているもの（15.4％  全国 13.4%） 

□無解答率 30.2%（全国 33.6%） 

 

④ 指導の改善事項 

○ 証明の方針を立て、それに基づいて証明できるようにする 

事柄が成り立つことを証明できるようにするためには、証明の方針を立て、それに基づ 

いて仮定から結論を導く推論の過程を数学的に表現できるように指導することが大切である。 

本設問を使って授業を行う際には、二つの線分が等しいことを証明するための方針を立て、それに基

づいて証明する活動を取り入れることが考えられる。具体的には、ＡＱ＝ＰＢを導くために△ＱＡＣ≡△ＢＰ

Ｃを示せばよいことを明らかにし、△ＱＡＣと△ＢＰＣにおいて対応する辺や角の大きさについて分かるこ

とを整理したり、合同を示すために必要な関係を見いだしたりする場面を設定することが考えられる。そ

の際、ＡＱ＝ＰＢは結論であり、三角形の合同条件の根拠として用いることはできないことを確認すること

が大切である。また、∠ＰＣＱや正三角形の一つの内角の大きさが６０°であることに着目して、∠ＡＣＱ＝

∠ＰＣＢを見いだすことができるように指導することも大切である。 

 

 

（３） 図形  ９ （２）点 C を線分 AB 上にとり、線分 AB について同じ側に正三角形 PAC と

QCBをつくるとき、∠AQC と∠BPCの大きさについていえることの説明として正しいもの

を選ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 出題のねらいと内容 

 

 

 

 

 

事象を角の大きさに着目して観察し、問題解決の過程や結果を振り返り、新たな性質を

見いだすことができるかどうかをみる 



② 解答状況 

□正答率 23.5%（全国 26.7%） 

□誤答例 

 ・①をイ、②をウとしているもの（11.1％  全国 7.9%） 

・①をイ、②をエとしているもの（11.1％  全国 6.8%） 

□無解答率 3.7%（全国 4.1%） 

 

③ 指導の改善事項 

      ○ 事象を図形に着目して観察し、問題解決の過程や結果を振り返り、新たな性質を見いだすことができ

るようにする 

条件を保ったまま動かした図形を観察し、辺や角について変わらない性質を見いだすことができるよ

うに指導することが大切である。 

本設問を使って授業を行う際には、問題で与えられた最初の条件を保ったまま動かした図形を観察し、

既に証明した事柄を振り返り、新たな性質を見いだす活動を取り入れることが考えられる。 

例えば、点Ｃの位置によって∠ＡＱＣと∠ＢＰＣの大きさがどのように変化するかを考察する場面を設

定することが考えられる。その際、点Ｃが中点Ｍにあるとき、∠ＡＱＣと∠ＢＰＣは等しく、どちらも３０°であ

ることから、∠ＡＱＣと∠ＢＰＣの和は６０°になることを確認することが考えられる。その上で、点Ｃが点Ａと

点Ｂの間を動いた場合、∠ＡＱＣと∠ＢＰＣの和がどのように変化するかを観察し、△ＱＡＣ≡△ＢＰＣを証

明したことを振り返り、∠ＡＱＣと∠ＢＰＣの和は６０°で一定であることを見いだすことができるようにする

ことが大切である。 

 

【参考・引用】 令和６年度全国学力・学習状況調査報告書（文部科学省・国立教育政策研究所） 


